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身体拘束と、感染防止のための個室隔離の考え方

理事長 竹田一雄

⮚若竹大寿会は、全施設、身体拘束の全面廃止を宣言しています

⮚感染対策のためであっても、「個室隔離は、厚労省が原則禁止している身体

拘束」です

⮚重症化により命が失われる可能性を持つご利用者を守るため、法人として

医療的な観点から優先度を議論し、

「他に方法がない、一過的な取り扱いとして」、

理事長責任で個室隔離の実施を認めています



厚生労働省の禁止している11の身体拘束



身体拘束と感染防止のための個室隔離（続き）

⮚運営にあっては、一人や少数の判断では許可しません。施設として協議し、

施設長責任（許可）で実施してください。

⮚また、他の理由による居室隔離を認めたわけではなく、また他の身体拘束手

段を認めたわけではありません。

「居室前のバリケードも身体拘束」ですし、その不安定さで事故が起きた時

には、設置者に法的責任が問われます。

⮚個室隔離の実施に当たって、必要な手続きや書類を絶対に漏らさないでく

ださい。家族への連絡も（許可では無い）。 重点監査対象です。



1．＜常時レベル＞
①サージカルマスク
②1行為 １手指衛生

※施設内各所へ「アルコール消毒」の設置
※5つの手指衛生（手洗い・手指消毒）の

タイミングを知っておこう！

標準予防策の徹底
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標準予防策とは
「体液には感染源が含まれる！」と考えます。

＜標準予防策のポイント＞
・手指衛生の５つタイミングで手を清潔にする

・正しく個人防護具を使用する

2．＜ケア別の対応＞
汚物吐物等体液を扱うケア
例）排泄介助・嘔吐処理 等

※トイレ誘導では不要

①サージカルマスク
②手指衛生
③使い捨て手袋
④使い捨てガウンorビニールエプロン
（長袖or袖なし）

②サージカルマスク

④ガウンor
ビニールエプロン

③使い捨て手袋

⑤アイプロテクション
フェイスシールド

or
ゴーグル

【個人防護服一覧】

①手指衛生
・手指消毒
・石けんでの手洗い



標準予防策の徹底
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食事介助・口腔ケア・吸引
※食事介助時の③、④は利用者が嘔吐・食べ物を吐出す

可能性がある場合に、使用する
①サージカルマスク
②手指衛生
③使い捨て手袋
④使い捨てガウンorビニールエプロン（長袖or袖なし）

入浴介助
①サージカルマスク

個人防護服
着用例



標準予防策の徹底
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3．＜発熱など感染疑いの方のケア＞
原則、個別でケア（食事・排泄・清拭等）
※個別対応の期間については医務と相談していく

①サージカルマスク
②手指衛生
③使い捨て手袋
④使い捨てガウンorビニールエプロン（長袖or袖なし）
⑤アイプロテクション

＊キャップは基本的に不要、髪に触れる可能性がある職員は着用。



手指衛生 ５つのタイミング
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【手指衛生とは】
手指消毒

石けんでの手洗い



手指消毒の仕方
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石けんでの手洗い
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手袋の外し方
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エプロンの外し方
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マスクの外し方
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●環境クロス
※推奨商品（サラヤ環境清拭クロス、医療施設用セイフキープ）

●アルコール
※濃度70％以上、入手困難な場合には60％以上でも可

●次亜塩素酸ナトリウム
※感染性胃腸炎、食中毒の予防・発生時には切り替えて使用
※ただし、状況に応じて以下のように使い分けること

消毒

アルコール噴霧は効果が無い
次亜塩素酸水（セラ水等）で拭く（効果が不安定）のはNG

用途 濃度

便や嘔吐物が付着した床、衣類、トイレなどの消毒 ０．１％

テーブル、ドアノブ、手すり、エレベーターのボタン、
水道の蛇口などの消毒

０．０５％
（通常は0.02%としているが、
若竹大寿会は0.05%を推奨）
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消毒
【拭き方の注意点】
1方向で拭き取り
※Wに拭かない

【アルコール消毒の使用期限について】
使用方法 期限について

他容器に
移し替えない
場合

開封・未開封に関わらず、商品の
使用期限に準ずる
※記載がない場合には

「指定医薬部外品」は製造後３年

他容器に移し
替える場合

直射日光の当たらない場所に室温
で保管し、２～3か月
※移し替える容器は6か月に1回

洗って乾燥させる

シール

■■（消毒液の種類）
●月●日破棄

アルコールを保管している容器、スプレーなどに
シールなどで作成日を記載し、目で見てわかるよ
うにしておく

～使用期限に気づくひと工夫～
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消毒（次亜塩素酸ナトリウムの作り方）

原液5～6％の次亜塩素酸ナトリウムとは？
ハイター、ブリーチ、ピューラックス®などが該当する

17



換気
場所 換気方法

全ての場所に共通 機械換気は常時稼働
※常時窓開け換気は不要

共有スペース
（人が多く集まる場所）

例）食堂、レクリエーションの場

機械換気
＋
食事やレクリエーションの時間に窓を開ける
＊機械換気が不十分の場合
サーキュレーターを窓の外に向けて設置する

個室 機械換気を実施
ケアの際には、窓を開ける

入浴（脱衣室含） 機械換気を実施
※機械換気が不十分な場合には窓開け換気を検討する

送迎

送迎の車はエアコンを外気導入にする
または
細く窓を開ける

下車後などに窓をあけて換気
【室温、湿度に関する注意点】
・冬 季（１０月～３月）
室温：18度以上 湿度：40％以上

・冬季以外（４月～９月）
室温：28度以下 湿度：40〜70% （加湿器の使用は基準を満たせば、使用不要）
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各事業所に応じた仕組みを作るたとえば・・

●相互に声掛けを行い、体調をチェックし合う環境作り

●職員の体調不良時に申し出しやすいしくみ、すぐに休める体制整備

●在宅業務や非接触業務の活用

体調不良者の早期発見
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注意するべき症状～ご利用者様～

場面別の注意点
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場面別の注意点

注意するべき症状～職員向け～
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食事介助の注意点
～複数名の利用者への食事介助手順～

装着

サージカルマスク 使い捨て手袋
※冬や感染症が流行している時期に着用

【ポイント！】
• １名介助毎に手指衛生を実施
• マスクやフェイスシールドの変更不要
• 手袋の着脱は不要
• 前頁の配席は必ず守ること
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